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Myin, & Spence, 2010 ; Yen & Lu, 2013）。近年の研究では，このうちの内
側系が自らの痛覚体験だけでなく，他者の痛覚体験に関する情報処理にも関与
していることが示唆されている。











精神疾患と関連する（Dolan, Fletcher, Frith, Friston, Frackowiak, &
Grasby, 1995 ; Minshew & Keller, 2010 ; Marsh, Finger, Fowler, Adalio,
Jurkowitz, Schechter, Pine, Decety, & Blair, 2013）。また，オキシトシンの
鼻腔投与によりこれらの症状が緩和されることが報告されている（Guastella,
Einfeld, Gray, Rinehart, Tonge, Lambert, & Hickie, 2010 ; Feifel, Mac-
Donald, Nguyen, Cobb, Warlan, Galangue, Minassian, Becker, Cooper,
Perry, Lefebvre, Gonzales, & Hadley, 2010）。
げっ歯類の共感を検討する際に用いられる行動課題として，代理的恐怖条件






















Lee, Park, & Han, 2018），ストレスを経験した他個体に晒すことで活性化す
ることが知られている（Knapska, Nikolaev, Boguszewski, Walasek, Blaszc-












son, Gottesman, & Gewirtz, 2017）。このとき，オキシトシンの急性投与は
前部帯状皮質を活性化し，慢性投与は扁桃体におけるオキシトシン受容体の発






れ，末梢でホルモンとして作用する（Gimpl & Fahrenholz, 2001）。また，オ
キシトシン受容体は中枢の広範な領域に分布しており，オキシトシンが様々な
社会行動を調整する神経伝達物質として作用することが近年明らかになりつつ
ある（Marlin & Froemke, 2017）。オキシトシンは分娩時の子宮収縮や乳汁
分泌といった生殖に関連する機能を持ち（Dale, 1906），特に出産後の母－仔
間の社会的絆の形成に大きく関与している（Olff, Frijling, Kubzansky, Bra-
dley, Ellenbogen, Cardoso, Bartz, Yee, & van Zuiden, 2013）。絆形成におけ
るオキシトシンの役割は主にヒツジを対象とした研究で明らかにされてきた










嗅球におけるオキシトシン濃度が上昇し（Kendrick, Keverne, Chapman, &
Baldwin, 1988），嗅球にオキシトシンを投与するとノルアドレナリンやアセ
チルコリン，ガンマアミノ酪酸の濃度が上昇する（Lévy, Kendrick, Goode,
Guevara-Guzman, & Keverne, 1995）。これらの神経伝達物質はにおい記憶
の形成に関与していることから（Ravel, Elaagouby, & Gervais, 1994 ; Kaba








考えられている（Dölen, Darvishzadeh, Huang, & Malenka, 2013 ; Hung,
Neuner, Polepalli, Beier, Wright, Walsh, Lewis, Luo, Deisseroth, Dölen, &

















が知られており（Dölen et al., 2013 ; Hung et al. 2017），オキシトシンの作
用は社会的刺激に特異的であると考えられる。
身体的あるいは精神的な脅威に晒されると，ストレス反応として視床下部－






mann, Eliava, Khrulev, Cetin, Osten, Schwarz, Seeburg, Stoop, & Grin-
evich, 2012），オキシトシンが中枢・末梢の双方から HPA 系を抑制すること
が示唆されている（Nagasawa, Okabe, Mogi, & Kikusui, 2013）。また，オ
キシトシンは鎮痛作用をもたらすことが知られているが（Uvnäs-Moberg,
1998），その鎮痛作用がオピオイド系を介して生じることが報告されている







物に対する攻撃性も上昇させる（De Dreu, Greer, Handgraaf, Shalvi, Van
６ オキシトシンが向社会的行動にもたらす影響
Kleef, Baas, Ten Velden, Dijk, & Feith, 2010）。げっ歯類を対象とした研究
では，オキシトシン投与により平原ハタネズミの異性のパートナーに対する選
好が生じるが，同性個体に対しては攻撃性の促進がみられる（Cho, DeVries,
Williams, & Carter, 1999 ; Bales & Carter, 2003）。この社会的文脈に依存
したオキシトシンの作用に対する包括的な説明として，社会的顕著性仮説が提








ると考えられており（Preston & de Waal, 2002），このような行為は向社会
的行動と呼ばれている（Eisenberg & Miller, 1987 ; Decety & Jackson,
2004）。向社会的行動は集団における個体の生存や集団の維持に重要な役割を
果たしており（Hamilton, 1964 ; Williams, O’Driscoll, & Moore, 2014），さ
らには向社会的行動がその行為者自身の身体的・精神的健康を促進する作用を




様々な種において確認されている（Rice & Gainer, 1962 ; Ueno, Suemitsu,



































（Bartal et al., 2011），刺激個体が水が張られていない区画に閉じ込められた
状況では観察個体がドア開け行動を示さないことが報告されている（Sato et






































ている（Bartz, Zaki, Bolger, Hollander, Ludwig, Kolevzon, & Ochsner,
2010 ; Pisansky et al., 2017 ; Rogers-carter Varela, Gribbons, Pierce,








（Langford, Crager, Shehzad, Smith, Sotocinal, Levenstadt, Chanda,




にいることで増加する（Langford et al., 2006）。この現象は痛みの情動伝染
（emotional contagion of pain）と呼ばれており，刺激個体が見知った個体で
あれば生じるが，見知らぬ個体であるときは生じないことが報告されている
（Langford et al., 2006）。この結果は，このような共感的反応が 2者間の親近
性に依存していることを示している。Martin, Hathaway, Isbester, Mirali,
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